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　要旨：当科で経験した小児後頭葉てんかん３０例の臨床所見と経時的脳波所見について後方視的に検討し

た．対象は Panayiotopoulos 症候群（Ｐ群）２６例，Gastaut 型（Ｇ群）４例で，平均初発年齢はＰ群４.２

歳，Ｇ群８歳で平均発作回数はＰ群３回でＧ群は週あるいは日単位と頻回だった．最終発作年齢の平均は

Ｐ群５.８歳，Ｇ群１１.７歳であった．Ｐ群の４４％は治療を必要とせず発作が消失したが，Ｇ群では２種以上の

抗てんかん薬を使用していた．Ｐ群の突発波の局在は後頭部に限局せず，中心側頭部，前頭部へと同一症

例でもシフトし，脳波異常は思春期以降も前頭部優位に残存する例があった．Ｇ群の発作波は，後頭部か

ら半球性，全般性に波及することはあるが，焦点の移動は認めなかった．今後は両群の至適治療薬や治療

期間等についての検討が必要である．
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